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GWAS の結果、2 つの遺伝子領域が CSC 対する関連が示唆される結果であった
（TNFRSF10A-LOC389641 rs13278062：オッズ比＝1.38、P = 5.94 × 10−7、near 
GATA5 rs6061548：オッズ比＝1.64、P = 2.52 × 10−7）。いずれのSNPも他の3つのデ
ータセットにおいて再現性が確認され、メタ解析の結果ゲノムワイド有意水準を超える関
連が確認された（TNFRSF10A-LOC389641 rs13278062：オッズ比＝1.35、P = 1.26 × 





び日本人 AMD の中に PNV が数多く含まれているという既報を考慮すると、

























  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、令和２年 ２月１８日実施の論文内容とそれに関連し
た試問を受け、合格と認められたものである。 
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